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  今号が図書館報の創刊第40号になる。上田女子短期大学が今年創立40周年を迎えたその歩みと軌を一にしている。図書
館は大学の心臓と例えられる程に大学の施設・機能として最重要の一つ、蓋し学生、教職員に対して大きな知の貢献をし
てきたことになろう。
　40号の巻頭を書くに当たり、これまでの39号全てをレビューしてみた。昭和49年12月創刊以来、第19号までは「図書
館だより」の名で発行され、創刊20号を記念して「みすず」に改称された。その間、昭和54年に図書館自体が校舎本館の中
にあった小規模のものから現在の位置に新築され、平成の初めには所謂コンピュータ化への移行もなされた。併行して他
大学始め、他の図書館とのオンライン化にも取り組み、云はば学外に打って出る一方、改築と設備整備も逐次行うなど、ハー
ド、ソフト両面に亘り充実を図り、現在がある。発足時には10,602冊の蔵書数であったものが、今や73,000冊を数える
ようになった。

　短大創立後、草創期に当たる頃は教職員、学生とも学園の歴史は自ら作って行くのだという熱意に溢れていた、
その心意気が図書館だよりにも見られる。施設はいまだ満足のいくものでなかったにせよ、学ぶこと、教えること
に意気込みが感じられ、それはこの図書館だよりも読み手に熱く訴える。学生の寄稿からも知的好奇心は言うに及
ばず、エッセイに込められた知的水準の高さも伝わってくる。
　今、この40年を踏まえて次の10年、20年、延いては次の50年の為に、本学の図書館は如何に在るべきかを考
えていかねばならない。
　図書館の機能自体も往時の本の貸し出し主体から大きく変化している。技術進歩は著しく、ネットワークの
広がりで全国の図書館が結ばれるなど物理的な制約が解消される一方、地域の史料の保存などアーカイブ施設
としての役割は益々重く、今後の展望は単に書物、印刷物などが電子化されることへの対応だけでは済まない。
特に、地域と共に生きる短大の使命を考えると、大都市の図書館とは異なった特色を出していく必要がある。
卒業生との関わりのみならず、地域コミュニティ、学外の人々との交流にも大胆に取り組んでいくこともミッ
ションである。学内サービスに留まらず、地域のニーズをくみ上げ、同時に学生の勉学の充実、教職員の研
究の向上にどう関わっていくのか、従来以上に利用者への貢献となるべきソフト面を本学自身の知恵で改良、
充実していかねばならない。図書館を核にラーニングコモンズ、知的交流のフォーラムを作り上げ、充実さ
せつつ地域とともに生きる高等教育機関としての責務を果たすことが、本学自身に対する良いフィードバッ
クを生む。
　この10月に本学は地域連携センターを発足させた。センター自体、これからノウハウを蓄積していかね
ばならないが、図書館始め本学の持つソフト、ハードの機能を生かし、良い相乗効果が生まれることを期
待したい。
　人類の長い歴史を振り返ると、ハードコピーとしての書籍の生命はまだまだ朽ち果てることはないと確
信する。所謂、本の虫、或いは本の匂いをかぎながら、などという本との関わりを表す言葉には何と言っ
ても郷愁を感じる。ゆくゆくは地域発展への一層の貢献、特に生涯学習の担い手であることなど高等教
育機関としての負託にも応えつつ、例えば地域の人々、学生、教職員が混じり合って江戸時代のような
会読の場を再生することができればなどと思う。乗り越えるべきハードルは多く、又、高いが図書館の
新しい機能、使命を果たすために着実に進化していきたいと切に願う。　

40号発刊に寄せて―
図書館を一層身近なものに、そして図書館から外の世界を見よう

学長　小池　明
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生き延びるための読書
　　幼児教育学科　教授　長田　真紀

　『私のモスクワ、心の記憶』という珠玉の随筆があ
る。著者のニーナ・アナーリナ（1945 ～）は、世阿弥
の『風姿花伝』をロシア語に訳した日本演劇の研究者
である。本書でアナーリナは、敬愛する日本文学と
日本人について語るとともに、自身にとっての国文
学であるロシア文学への尽きせぬ思いを綴っている。
　ロシアはいつの時代も常に政治的・経済的混迷の
さなかにある。いつもだ。とりわけ、ソビエトが崩
壊しその混乱が極まった時、多くの人が自己を見失
い、果ては自殺者が続出した。しかし、少なからぬ
良識ある知識人たちは、本物の文学を読み続け、か
つ読み深めることで生き延びた。アナーリナもその
ひとりである。
　1971年11月、全30巻のアカデミー版ドストエフ
スキー全集の予約受付が開始されると、モスクワの
街の各書店にはすぐさま1000メートルを越える長蛇
の行列ができた。アナーリナは６人でグループを組
み、交替で並ぶこと一昼夜、漸く書店で予約カード
を受け取った。その間、並んでいる誰しもが、うき
うきとした高揚感に包まれた。第１巻は1972年の初
めに刊行。収録された『貧しき人々』は、もちろんそ
れ以前にも出版されており、皆がすでに読んでいた
作品である。けれど、「モスクワ中の知識人は一人残
らず、敬虔な祈りを捧げるかのようにこの巻を読ん
だ。」最終巻が出たのは1988年。社会は、ブレジネフ
からアンドロポフ、チェルネンコを経て、ゴルバチョ
フの時代に変わっていた。アナーリナはその歳月を
ドストエフスキーからの「洗礼」を受けながら生きて
きたことによって、「世界観が鍛えられ」、その後「方
向を見失わずにいることができた」という。
　アナーリナの気質、ものの見方は、父親が強制収
容所に入れられていたこととも無縁ではない。「父は
何ものも恐れない、どんな「体制」も信じない人間に
なった。父は自分の内面からの呼びかけに敏感に耳
を澄ませ、自分の頭脳と意志だけを頼りに生きた。
そして不屈な魂の内側に、この上なく柔和で詩情あ
ふれる心を秘めていた。」さらにアナーリナは、日本
人と父親についてこう語る。「自然を静かに観照する
日本人の比類ない才能が、何よりも私の心を揺さぶっ
た。日本人ほど自然の生命に身をゆだね、その神秘

の息づかいと一体になれる民族は世界にいない。日
本人の自然への接し方には、私の父と深く共通する
ものがあった。」この父親は、熟練工として働きなが
ら、特異な園芸家として果樹園の仕事に没頭した。
そして厖大な園芸関係の蔵書、殊に農学者ミチュー
リンの選集を丹念に繙いていた。
　日本の社会を覆っている空気はもう長いこと重い。
いつも足の踝まで冷たい水にひたひたと浸かってい
るような気味悪さが続いている。いつのまにか、ど
こか身体の奥が蝕まれているような気さえする。停
滞した社会状況のなかで将来の希望を失い、目先の
情報に翻弄されながら、結局、大きな時代の波を乗
り越えることができない危惧もある。もしこれから
激動の時代と社会とが訪れるとすれば、そこを生き
延びるためには、各々が切実な、本当の読書体験と
いうべきものを蓄積していくことが、頼るべき杖に
なるのではなかろうか。
　日本は世界的に見てまだまだ本の国、文学の国だ。
貴重な財産ともいうべきその資質を、今後自ら手放
すようなことがあってはならない。

※『私のモスクワ、心の記憶』
　（ニーナ・アナーリナ著　正村和子訳　群像社　2005年２月）
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古典研究とデータベース
―附属図書館のツールに触れながら― 総合文化学科　教授　西山　秀人

　平成25年４月に本学は創立40周年を迎えた。本稿
を草するにあたって、本学の歩みを改めて振り返って
みたところ、奇しくも今年は総合文化学科の母体であ
る国文科開設から30年を数えることに気づいた。さ
らに私事ではあるが、私が国文科の教員として奉職し
てから、丸20年になる。赴任当初はまだ20代であっ
たことを思うと、感無量である。
　新任の頃は時間に余裕があったので、毎日のように
図書館に通い詰め、講義の準備と研究資料の収集に勤
しんだ。当時の図書館は今よりもずっと狭く、二層式
の書庫も演習室もなかったが、PCは数台設置されて
おり、全蔵書の検索が可能であった。本学に赴任する
までの約10年間、旧態依然とした大学図書館を使っ
てきた私にとって、本学の検索システム（その頃は
OPACという名前すら知らなかった）はとても画期的
に見えた。
　蔵書検索ができるのだから、文学作品の本文だって
PC上で検索ができるはず、そのうちPCが研究上必
須のツールとなるに違いない、当時は漠然とそんなこ
とを考えていた。
　平成７年、岩波書店が『新日本古典文学大系』の本文・
脚注などのデータを収めた『CD ー ROM版　八代集』を
刊行した。身近なところで『百人一首』の歌を例にとる
と、持統天皇の「春すぎて　夏きにけらし　白妙の　
ころもほすてふ　あまのかぐ山」（２番歌）の歌は『新古
今集』にも採られているが（巻三・夏・175番歌）、こ
の歌の口語訳などを確認したい場合は、歌集・歌番号
を指定すれば、通釈はもとより語釈・作者略伝などの
情報も閲覧できる。もちろん、句検索も可能だし、検
索結果をコピーしてWord等に貼り付けることも簡単
だ。当時の販売価格は52,000円。さっそく図書館で
購入してもらった。
　翌８年には、角川書店が『新編国歌大観CDー ROM
版』を刊行した。これまで紙媒体で刊行されていた『新
編国歌大観』全10巻の本文をデータベース化したもの
で、古代から近世に至るまでの和歌約45万首を検索
できるという優れ物だ。たとえば、先の百人一首歌
の初句「はるすぎて」という句表現を検索してみると、
159首もの用例が瞬時に検出される。その中には百人
一首歌の出典となる、『万葉集』巻一の「はるすぎて　

なつきたるらし　しろたへの　ころもほしたり　あめ
のかぐやま」（28番歌・持統天皇）も当然含まれている。
検索された和歌本文は画面に一覧表示されるので、本
文の比較も容易である。
　ただ、CD ー ROM １枚で約28万円というのは常識
を超えた価格であり、さすがに個人では購入しづらい。
これもお願いして図書館で買ってもらった。
　当時は演習の授業で歌集を扱うことが多かったの
で、学生には上述の『八代集』と『新編国歌大観』のCD
を活用した調査を課していた。おそらく図書館所蔵
のCDデータベースの中でも、一番学生に利用された
CDではなかろうか。
　このように、CD(もしくはDVD）データベースが基
本ツールとして定着したことで、研究環境は大きく
変化し、CDを所持していないと研究が進まないとい
う状況にまで至った。しかし、CDを使うたびにPC
にセットしなければならないというのは煩わしいし、
OSをバージョンアップすると、プログラムが起動し
なくなるなどの問題もあった。
　そうした諸問題を解決してくれたのが、オンライン
データベースである。Web上で遠隔操作を行うので、
当然CDなどのメディアは不要。ネットにさえ接続で
きれば、どこからでもアクセスできる。現在、私が最
も活用しているのは、百科事典や辞書・事典を中心に
構築された総合データベース「ジャパンナレッジプラ
ス」だ。『日本国語大辞典』や『新編日本古典文学全集』全
巻の本文がWeb上で検索・閲覧できてしまうのは大
変ありがたい。図書館や教員研究室のPCで利用でき
る。
　「古典文学を読む」の受講生をはじめ、卒業研究で文
学を専攻している、あるいは専攻しようと思っている
学生は、興味本位でも構わないので、まずはこうした
ツールを使ってみてほしいと思う。ただし、データベー
スはあくまでも検索のための一手段に過ぎない。最終
的には「本」に回帰することを忘れないでほしい。
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　Library of the Year 大賞
　宮下　明彦

　Library of the Year大賞という図書館界のコン
クールのグランプリ賞がある。2013年度この大賞に
伊那市立図書館が輝いた。2011年度は小布施町立図
書館・まちとしょテラソだったから、県内の図書館が
立て続けにこのグランプリ賞を受賞したことになる。
　長野県はそんなに図書館先進県なのか、そうとも言
えるし、そうでないとも言える。伊那や小布施のよう
な全国のトップに立つ図書館もあれば、無料貸本屋、
お役所図書館、30年間時間が止まったような図書館
もある。
　それらの中で、頑張っている図書館を中心に、この
度『明日をひらく図書館－長野の実践と挑戦』（青弓社）
を発行しました。
　これからの図書館像は、一つには読書を中心とした
文化教養型図書館、この県下の代表が軽井沢町立図書
館と言えるだろう。二つには課題解決支援型図書館で、
長崎市立図書館のがん情報サービスが全国的に注目さ
れている。県内でその方向を標榜しているのが上田情
報ライブラリーであり、飯田市立中央図書館、えんぱー
く・塩尻市立図書館もそうだ。三つ目は図書の館（ヤ
カタ）に囚われないで、館外でも活動を行う伊那市立

図書館に代表される。それは”伊那谷の屋根のない博
物館”の”屋根のある広場”へ、高遠ちずぶらり、「知
る」のエンパワーメントは「地域」から等の言葉に表
現されている。そして、小布施まちとしょテラソは「ま
ちじゅう図書館」、一箱古本市を展開しこの先駆をな
している。
　そして、四つには長野県図書館協会が県下の図書
館と協働して推進している「長野県地域史資料データ
ベース構築・公開事業」だ。これは図書館の書庫に眠っ
ている地域史資料の宝の山を、誰でも読めて、利用で
きる形にして市民に還元するデジタルアーカイブ事業
で、図書館本来の役割、機能といえるだろう。
　県下の公共図書館や学校図書館関係者20数名が執
筆し、今夏に発行した『明日をひらく図書館』をご覧い
ただくと、これらの図書館の将来像が見えてくる。関
心のある方はご一読を。

（今年発行の単独書・共著・分担執筆）　著者の五十音順2013年　本学教員の新刊著作

＊大橋敦夫先生	 『長野県方言辞典　特別版 』馬瀬良雄【編集代表】
	 信濃毎日新聞社　2013年10月発行　ISBN:9784784072194（分担執筆）

	 『魅せる方言 : 地域語の底力』大橋敦夫【ほか著】　
	 三省堂　2013年11月発行　ISBN:9784385365268（共著）

＊長田真紀先生　	 『幼稚園と小学校の教育― 初等教育の原理― 改訂版 』
	 乙訓稔【編著】 東信堂 　2013年3月発行　ISBN:9784798901701（分担執筆）

＊西山秀人先生　	 『和歌文学大辞典』古典ライブラリー
	 2013年4月より＜日本文学web図書館＞にて配信　運営：㈱古典ライブラリー（分担執筆）

	 『絵巻で楽しむ源氏物語　五十四帖』57浮舟②
	 朝日新聞出版　2013年2月発行（分担執筆）

＊宮下明彦先生	 『明日をひらく図書館― 長野の実践と挑戦』
	 宮下明彦・牛山圭吾【編著】 青弓社　 2013年6月発行　ISBN:9784787200518 

長野県図書館協会事務局長
　本学　非常勤講師
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幼児教育学科 1年　森尻　香菜子
「開館中」

私にとって本とは、心の支えです。こんなにも人の
心を豊かにし、知識の大倉庫のようなものはあります
か。心が暗くなり、落ち込んでいる時には本を読んで、
前向きになれることもあります。心が浮ついて落ち着
かない時、本を読むことが自分の居場所だと思える時
があります。そして本を読むことは、自分の知らない
物事や、人々が今までのことを書きつづった歴史を自
分の新しい知識として吸収することが出来ます。

しかし読書の記憶というのは、儚いものです。一度
読んで吸収したものは、すぐに忘れてしまうことがあ
ります。その記憶をよみがえらせるために、私たちは
また図書館へと足を運びます。

上田女子短期大学の図書館には、たくさんの本があ
ります。短大に入学したばかりの春は、図書館に入り
にくさを感じていました。徐々に学校生活にもだいぶ
慣れ、図書館に頻繁に出入りするようになりました。
夏になると、図書館の前の渡り廊下を通るのが楽しみ
でした。蝉の鳴き声と附属幼稚園の子どもたちの声が
聞こえてくることが、私に夏を感じさせました。そし
て、なにより素敵なことは、親切でいつでも力になっ

てくださる先生方がいらっしゃいます。図書館の「開
館中」の文字が目に入ると、私の進行方向は図書館に
一直線。階段を上ると、先生方が優しい笑顔で「こん
にちは」と挨拶をしてくださいます。同時に私の頭の
中は本を借りる楽しみでいっぱいになります。

それではここで、普段どんな時に図書館を利用する
のかをいくつか紹介させて頂きたいと思います。まず、
自分が借りたい本を借りたい時に自由に借りることが
出来ます。基本的に貸し出し期限は２週間なので、あっ
という間に過ぎる２週間で、どれだけ本を満喫できる
かがポイントということですね。本を借りたり、返し
たりする際には本に付いているバーコードを機械が読
み取り、簡単に出来てしまいます。又、図書館内にあ
るパソコンで本の種類や置いてある場所も検索するこ
とが出来ます。便利な設備に感謝の気持ちが湧いてく
る瞬間です。他にもレポート作成やテスト勉強等も出
来ます。

図書館は、私たち学生の夢と希望がたくさん詰まっ
ています。本は、私たちを成長させ、未来を大きくし
てくれるものだと思います。

私にとっての図書館

私は、ほぼ毎日図書館を利用しています。
大学へ入学するまでの小学校、中学校、高校では本

や図書館にあまり親しみがなく自主的に図書館を利用
したことがありませんでしたが、大学の図書館には
様々な本があり、保育者を目指す上でも、人として成
長するためにも、多くのヒントを得ることができます。
現在では毎日のように利用をしている図書館ですが、
入学をする前から幼児教育に関する専門的な本が沢山
あるのではないかと思い、とても心を踊らせていまし
た。いざ大学に入学すると授業ばかりで中々図書館へ
行く時間を作ることができませんでした。その中でも
私は、空き時間を利用して図書館を利用しています。

図書館では調べ物はもちろんですが友人と少し離
れ、静かな環境の中で自分と向き合い自分を高めてい
くことのできるとても良い場所だと思います。友人と
会話などをして空いている時間を過ごすことも好きで
すが、図書館を利用し課題に取り組んだり、調べ物を
したりすることでより有意義な時間を過ごすことがで
きると思います。好奇心が旺盛な私は、パソコンや携

帯電話などでもよく調べ物をしますが、図書館へ行き
実際に本を手に取って調べ、学んでいく方が記憶に残
りやすいと感じています。

私は、図書館の出入口に飾られている「苦しいこと
から逃げていると楽しいことからも遠ざかる」という
シェークスピアの詩にいつも心を打たれます。ついつ
い面倒なことは後回しにしてしまいますが、図書館に
入る度に気持ちを改めることができます。

私にとって図書館は、学校生活の中で、とても有意
義な時間を過ごすことのできる場所だと思います。短
大での２年間は忙しく、時間が過ぎるのはとても早い
ですがより充実した学校生活を送るために、残り少な
い学校生活の中でも図書館を利用していきたいと思い
ます。

幼児教育学科２年　諸橋　佳奈
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総合文化学科１年　竹重　まゆ子
司書課程に学ぶ

私は、小学生の頃から本を読むことが好きでした。
そのため、たくさんの本が借りて読める図書館が大好
きでした。借りていた本もミステリーにファンタジー
や伝記、エッセイ、図鑑、絵本など特定のジャンルを
借りるのではなく、興味が持てれば、どんな本でもす
ぐに借りて、貪るように読んでいました。ミステリー
を読んで頭を悩ませたり、ファンタジーを読んでワク
ワクしたり、図鑑を借りて、知らなかったことを知っ
たり、エッセイを読んで楽しんだりしていました。 

毎日図書館に通っていたので、司書の先生との交流
も自然と増え、時々図書館の仕事を手伝うこともあり
ました。返却された本を棚に戻す作業の補佐や貸し出
しなど、簡単な手伝いでしたが、やりがいや楽しさを
覚えました。やがて委員会に入ることができる年齢に
なると図書委員会に入り、ますます図書館に関わって
いきました。

そして、本を借りる側から、貸す側の司書に楽しさ
をますます感じていきました。「憧れの仕事は何です
か」「なりたい職業は何ですか」と聞かれると漠然と「司
書かな」と考えるようになっていきました。漠然と憧

れてはいましたが、どうのようにして司書になるかな
どは、当時全く考えていませんでした。
  私がやっと司書について真面目に考えるように
なったのは高校生活も半ばを過ぎた頃の進路調査でし
た。進学先を決めるため、将来就きたい職業を聞かれ、
そこで初めて自分の将来について深く考えることにな
りました。それまでただ何となく憧れだった司書とい
う仕事を現実に自分の将来の仕事として意識し始めま
した。しかし司書になるためにはどのような資格を取
ればよいかなど、分からないことばかりでした。その
時、頼ったのはやはり図書館でした。司書になりたい
なら、直接司書の先生に聞けばよいと考えたからです。 

そして今、上田女子短期大学に入学し司書課程を選
び学んでいます。実際に司書について学んでみると、
思っていたよりも多くのことを学ばなくてはならなく
て驚きました。それでも、その学ぶべき内容は司書と
して必要な技能だと思いますし、実際に司書になった
とき利用者の方々のために役に立つ事でしょう。これ
からもさらに多くのことを学んでいきたいと思いま
す。

私と図書館

私が幼稚園へ通っていた頃、親に連れられて、近く
の市立図書館へよく行っていた。また、幼稚園へ通う
年代であったということもあり、読んでいたのは絵本
ばかりではあったが、当時の私は、絵本が紡ぎ出す物
語の面白さに魅入られていたと思う。そのせいか、小
学校へ行くようになった際も、市立図書館へ行き続け
たうえ、学校図書館の絵本はほとんど読み尽くしたほ
どだ。そして、中学年にもなると、子供向けの小説を
読むようになった。絵本から小説へ、読書の幅が広がっ
た時期である。

だが、それと同時に、家の都合で市立図書館へ行く
ことが難しくなり、利用する頻度が段々と少なくなっ
ていった。その時には、利用頻度が少ないことに対し
て、「学校の図書館があるから別にいい」と深く気に
しないでいたが、あれから十年近く経ち、大学で図書
館司書の課程を学んでいる今、その考えは誤りである
と感じている。

図書館によって、中心に扱っている図書は異なって
いる。大学の附属図書館であれば、教授や学生が研究
するための専門書が多いというように。そのため、自

身が探している図書が、ある図書館では所蔵していな
いが、別の図書館で扱っているという例があると思う。
今は、長野県上田市でいう「エコール」のように、地
域の図書館と連携することによって、他の図書館から
図書を借りることができるが、そのような仕組みが無
かったとしたら、当時の私のようにそのような仕組み
を知らなかったとしたら、正に「学校の図書館がある
から別にいい」という状態になってしまう。図書館ご
とに扱っている本に差異はあるし、図書館という建物
の構造やイベントにしても、違いはある。一つの図書
館には、他の図書館には無い個性があると思う。

改めて振り返れば、当時の私が行くことが難しくて
も市立図書館へ行き続けていれば、私の読書歴はより
深いものになっていたかもしれない。それでも、今、
図書館司書課程を学んでいくことによって、「図書館
の個性」に気が付くことができて良かった。将来、司
書として働くことができたとしたら、次の世代の若者
たちにそれを伝えていきたいと思う。

総合文化学科２年　井上　理歩
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図書館ガイド

開学当時（①）、図書室は、現在の20番教室にあり
ました。（②～④）
昭和55（1980）年に、現在の附属図書館が独立棟
として 完 成。増改築を経て1998年に現在の姿に
なりました。（⑥）
1987年から、館内資料のデータベースを県内の短
大に先駆けて構築、1990年から本格稼動。（⑤）
館内業務の技術革新をつねに心がけ、利便性の向
上に努めています。

◆　図書館の今昔　◆
～ 40年のあゆみ ～

②閲覧風景 （1974年、旧図書室、現20番教室）

③旧図書室にて、当時は全国的にも珍しかった短大での
　卒業研究指導（写真中央：須永淑先生/左背景は21番教室）

④図書室内での授業（写真中央：天田邦子先生）

⑥現在の附属図書館 ⑦現在の本館校舎

⑤コンピュータシステムによる貸し出し開始 （1990年）

①開学当時の本館校舎 （1973年）
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図書館からの発信
　実りの秋。本学の教職員による外部での研究発表が相次ぎました。①木内公一
郎先生「図書館を拠点とした教員との協働による学習支援に関する研究」（私立短
期大学図書館情報担当研修会）②司書・須田智里さん「図書館と図書館サークル
FLC：学生との協働」（長野県図書館大会）。また、学生有志も、年度頭初からの活
動を継続してくれています。「図書館員とそのたまごたちによるおはなし会」（上田
情報ライブラリー）。
　なお、本学のリポジトリが、よくできているとのことで『国立情報学研究所の概
要』で紹介されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　

大橋敦夫
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